
今
な
ぜ
古
文
献
の
原
本
調
査
が
必
要
か

佐
々
木

勇
（
広
島
大
学
）

さ

さ

き

い
さ
む

〇
、
文
献
資
料
を
多
く
遺
存
す
る
日
本

―
本
発
表
の
目
的
―

日
本
語
史
の
研
究
資
料
は
出
尽
く
し
た
、
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
古
代
の
遺
存
物
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
語
史
の
研
究
資
料
と
な
る
。
よ
っ
て
、

日
本
語
史
研
究
の
た
め
の
未
活
用
資
料
は
、
大
量
に
存
す
る
。
そ
の
未
活
用
資
料
に
よ
っ
て
、
古
代
日
本
語
に
お

け
る
裏
打
ち
が
無
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
言
語
事
象
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す
る
。

古
文
献
を
大
量
に
伝
存
す
る
日
本
在
住
の
研
究
者
は
、
原
本
か
ら
得
ら
れ
る
学
術
情
報
を
学
界
に
広
く
発
信
す

べ
き
で
あ
る
、
と
発
表
者
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
古
文
献
の
保
存
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
発
表
で
は
、
ま
ず
、
古
文
献
を
活
用
し
た
研
究
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
原
本
で
は
、

複
製
物
に
加
え
て
何
が
わ
か
る
の
か
を
述
べ
た
い
。

一
、
古
文
献
を
研
究
に
活
用
す
る
環
境
整
備
の
進
展

日
本
語
史
研
究
の
対
象
資
料
で
あ
る
古
代
語
の
電
子
化
テ
キ
ス
ト
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ
ス
）
と
古

文
献
画
像
と
の
公
開
は
、
日
々
進
ん
で
い
る
。

そ
の
時
々
の
現
時
点
が
、
原
本
作
成
時
に
も
っ
と
も
近
い
時
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何
ら
か
の
形
で
時
々
の
原

本
の
姿
を
保
存
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

複
製
本
の
方
が
原
本
よ
り
遙
か
に
良
い
状
態
で
あ
る
本
も
存
す
る
（
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
な
ど
）
。

ま
た
、
原
本
が
失
わ
れ
た
も
の
は
、
複
製
本
や
写
真
に
依
る
し
か
な
い
（
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
な
ど
）
。
三

巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
欠
を
補
う
た
め
に
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
貫
之
書

写
本
の
姿
を
知
る
た
め
の
青
谿
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
の
活
用
な
ど
は
、
近
世
の
複
写
本
を
「
複
製
本
」
と
し
て

利
用
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

発
表
者
も
、
複
製
本
・
原
本
画
像
・
現
行
文
字
に
よ
る
印
刷
本
や
電
子
化
テ
キ
ス
ト
の
価
値
を
高
く
評
価
す
る

者
で
あ
る
。
以
下
、
古
文
献
を
研
究
に
活
用
す
る
環
境
整
備
の
現
状
に
つ
い
て
、
項
目
を
分
け
て
簡
単
に
触
れ
る
。

１
．
古
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ
ス
の
公
開

国
立
国
語
研
究
所
・
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
を
中
心
に
、
著
名
な
古
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ

ス
が
公
開
さ
れ
て
き
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
日
本
語
史
研
究
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ
ス
の
依
拠
本
を
理
解
し
、
不
明
な
点
は
テ
キ
ス
ト
本
文
や
そ
の

底
本
で
あ
る
古
写
本
・
版
本
に
戻
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
、
今
後
も
常
に
必
要
で
あ
る
（
１
）
。

２
．
古
文
献
の
画
像
公
開

古
文
献
の
所
有
者
と
編
者
・
出
版
社
と
の
御
努
力
に
よ
っ
て
、
古
文
献
の
画
像
公
開
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

Ａ
．
写
真
帳

東
大
寺
図
書
館
は
、
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
移
転
さ
れ
、
平
成
二
三
年
十
月
に
閲
覧
業
務
を
再

開
し
た
。
新
た
な
東
大
寺
図
書
館
で
は
、
古
文
献
の
写
真
帳
（
モ
ノ
ク
ロ
）
を
事
前
申
し
込
み
の
必
要
な
く
閲
覧

で
き
る
。
「
東
大
寺
貴
重
書
写
真
帳
目
録
」
は
、
『
南
都
佛
教
』
に
連
載
中
で
あ
る
。
写
真
帳
と
同
じ
写
真
の
複

写
を
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
る
。
蓬
左
文
庫
も
、
所
蔵
古
文
献
の
写
真
帳
を
早
く
か
ら
現
地
公
開
し
て
い
る
。
宮

内
庁
書
陵
部
は
写
真
で
の
文
献
閲
覧
が
原
則
で
あ
り
、
設
置
し
て
あ
る
コ
ピ
ー
機
で
写
真
複
写
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
精
密
画
像
が
公
開
さ
れ
た
。



Ｂ
．
カ
ラ
ー
影
印
本
（
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
が
有
る
た
め
、
省
略
す
る
。
）

Ｃ
．
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

①

Ｄ
Ｖ
Ｄ

高
野
山
文
書
『
宝
簡
集
』
・
『
増
福
院
文
庫
善
本
集
成
』
（
高
野
山
大
学
付
属
図
書
館
善
本
集
成
）
・
『
高
野
山
講

式
集
』
な
ど
が
小
林
写
真
工
業
株
式
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
聖
語
蔵
経
巻

カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
版
は
、
乙
種
写
経
の
第
四
回
配
本
が
二

〇
一
五
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
、
第
十
回
配
本
ま
で
年
一
回
刊
行
予
定
で
あ
る
。
こ
の
甲
種
写
経
・
乙
種
写
経
は
、

天
平
十
二
年
御
願
経
・
神
護
景
雲
経
で
は
な
い
日
本
古
写
経
を
甲
・
乙
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
の
関
心
は

高
い
と
は
言
え
ず
、
正
倉
院
展
な
ど
で
展
覧
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
い
。
し
か
し
、
平
安
初
期
以
降
の
訓
点

本
は
、
こ
こ
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
利
用
し
た
訓
点
語
研
究
が
今
後
活
発
に
な
っ
て
ほ
し
い
（
２
）
。

②

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

若
干
例
を
挙
げ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ｅ
国
宝
」
と
は
別
に
、TO

P>>

調
査
・
研

究>>

画
像
検
索
の
ペ
ー
ジ
で
各
種
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
画
像
番
号
が
「E

」
で
始
ま
る
も
の
は
デ
ジ
タ
ル

撮
影
さ
れ
た
画
像
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
以
降
撮
影
分
は
、
全
頁
カ
ラ
ー
写
真
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
龍
谷
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
続
々
と
公
開
さ
れ
て
い
る
浄
土
真
宗
関
係
文
献
に
は
、
日
本
語
史

資
料
と
し
て
も
価
値
の
高
い
も
の
が
多
い
。
現
在
、
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
元
亨
版
の
振
り
仮
名
を
含
め
た
翻
刻

お
よ
び
総
索
引
を
、
発
表
者
を
含
め
数
名
で
作
成
中
で
あ
る
。
近
い
将
来
に
、
刊
行
し
た
い
。

３
．
画
像
未
公
開
資
料
の
複
写

未
公
開
文
献
の
写
真
が
研
究
上
必
要
な
場
合
に
は
、
写
真
複
写
を
依
頼
す
る
。
博
物
館
・
美
術
館
等
で
も
、
必

要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
複
写
が
許
可
さ
れ
る
。

４
．
原
本
閲
覧

Ａ
．
図
書
館
・
博
物
館
・
文
庫
等

当
該
研
究
の
目
的
が
原
本
調
査
以
外
で
は
果
た
し
得
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
原
本
閲
覧
が
許

可
さ
れ
る
。
現
在
で
は
、
国
立
博
物
館
で
も
、
個
人
研
究
用
の
メ
モ
写
真
撮
影
が
原
本
閲
覧
時
間
内
で
認
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
写
真
を
論
文
等
に
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
を
含
む
）
で
は
、
閲
覧
時
に
各
自
持
参
の
カ
メ
ラ
で
原
本
を
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
研
究
資
料
と
し
て
の
筆
写
に
替
わ
る
特
別
措
置
な
の
で
、
三
脚
・
フ
ラ
ッ

シ
ュ
撮
影
は
で
き
な
い
。

Ｂ
．
寺
・
神
社
等

寺
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
原
本
の
閲
覧
も
、
不
可
能
で
は
な
い
。
各
寺
社
に
お
け
る
文
献
調
査
の
情
報
を
収
集

の
上
、
願
い
出
る
の
が
良
い
。

な
お
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
、
そ
の
貴
重
書
の
閲
覧
が
許
可
さ
れ
た
な
ら
ば
、
閲
覧
し
た
文
献
に
よ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
事
実
・
研
究
成
果
は
必
ず
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
原
本
所
蔵
者
と
閲
覧
に
時
間
を
割

い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
研
究
成
果
を
お
渡
し
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
古
文
献
を
活
用
し
て
、
従
来
の
研
究
成
果
を
確
認
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を

総
合
し
て
古
文
献
に
接
し
、
現
代
の
理
論
に
よ
る
言
語
分
析
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
論
文
へ
の
画
像
掲
載
も
、
技
術
的
に
は
容
易
に
な
っ
た
。
原
本
画
像
に
よ
っ
て
そ
の
記
号
・
文
字
・
言

語
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
原
本
に
接
し
て
い
な
い
者
も
論
文
の
内
容
が
理
解
し
や
す
い
。
た
だ
し
、
部
分
写



真
で
あ
っ
て
も
、
未
公
開
資
料
を
公
表
す
る
場
合
は
、
所
蔵
者
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
原
本
閲
覧
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と

０
．
複
製
物
が
無
い
、
複
製
物
で
は
わ
か
ら
な
い
文
字
を
見
る
。

０
．
１

複
製
が
無
い
本

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
（
未
刊
）
・
開
元
寺
版
（
未
刊
）
・
思
渓
版
（
近
刊
）
な
ど
。
そ
の
他
、
多
数
。

複
製
本
が
作
成
さ
れ
る
「
善
本
」
に
は
、
近
い
相
の
言
語
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

０
．
２

複
製
物
で
は
わ
か
ら
な
い
文
字

朱
点
・
白
点
や
角
筆
の
文
字
・
符
号
。
紙
背
・
小
口
や
紙
継
ぎ
部
分
の
文
字
。
虫
損
と
訓
点
と
の
判
別
。
等
。

○
古
い
複
製
本
で
は
、
朱
筆
の
存
在
が
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
有
る
。

例
）
細
川
幸
隆
所
持
本
『
徒
然
草
』
（
一
九
七
八
年
、
勉
誠
社
文
庫

・

。
現
在
品
切
れ
）
の
朱
筆
。

35
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○
複
製
物
で
は
、
虫
損
が
訓
点
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
原
本
で
は
、
虫
損
の
確
認
が
容
易
で
あ
る
（
３
）
。

１
．
文
字
・
言
語
を
使
用
の
場
に
戻
す

原
本
の
姿
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
・
言
語
を
使
用
・
編
集
の
現
場
に
戻
す
。

①
い
か
な
る
素
材
の
ど
こ
に
、
何
を
用
い
て
、
い
か
に
書
い
た
か
。

↓

右
①
を
手
が
か
り
と
し
て
、
②
が
推
測
可
能
で
あ
る
。

②
ど
の
よ
う
な
場
で
、
い
か
な
る
人
物
に
よ
っ
て
、
誰
に
向
か
っ
て
そ
の
言
語
が
使
用
さ
れ
た
か
。

１
．
１

素
材
・
紙
質
・
法
量
・
装
訂

○
木
簡
の
大
き
さ
・
形
状

「
歌
木
簡
」
Ａ
―
大
型
の
一
行
書
き
木
簡
は
、
「
公
式
度
の
高
い
儀
式
・
歌
宴
の
場
」
、
Ｂ
―
小
型
の
二
行
書

き
木
簡
は
、
「
そ
れ
よ
り
公
式
度
が
下
が
る
歌
宴
や
私
的
な
集
ま
り
」
（
栄
原
永
遠
男
『
万
葉
歌
木
簡
を
追

う
』
〈
二
〇
一
一
年
、
大
阪
市
立
大
学
人
文
選
書
２
〉

頁
）
。

110

○
紙
質

麻
紙
は
、
「
五
月
一
日
経
」
な
ど
、
極
め
て
重
要
な
文
献
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
「
神
護
景
雲
経
」
や
隋

唐
写
経
の
大
部
分
は
、
麻
紙
で
は
な
く
楮
紙
を
用
い
て
い
る
。
→
石
塚
晴
通
「
東
洋
の
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー

（C
odicology

）
」
（
二
〇
一
二
年
八
月
三
十
日
～
九
月
一
日
、
東
洋
文
庫
講
習
会
）
、
参
照
。

○
文
書
の
素
材
・
大
き
さ
・
書
体
・
イ
ン
ク
色
・
筆
記
用
具
等
か
ら
見
た
古
文
書
学
。

Jean
M

abillon

（
ジ
ャ
ン
・
マ
ビ
ヨ
ン
）
著
・
宮
松
浩
憲
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
古
文
書
学
』（
二
〇
〇
〇
年
、

九
州
大
学
出
版
会
。
原
題
『D

e
re

diplom
atica

』1709

年
第
二
版
の
邦
訳
）
、
参
照
。

○
「
有
年
申
文
」
は
、
「
讃
岐
国
司
解
」
の
端
に
書
き
込
ま
れ
た
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
添
え
書
き
で
あ
る
」
。

(

小
松
英
雄
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』
（
一
九
九
八
年
、
笠
間
書
院
）

頁)

321

１
．
２

紙
背
の
文
字
・
包
紙
・
帙
・
箱
・
購
入
記
録
・
先
人
の
文
献
調
書

表

の
本
文
と
無
関
係
で
あ
っ
て
も
、
紙
背
文
書
・
紙
背
典
籍
等
が
、
表
本
文
の
書
写
者
・
書
写
時
等
を
知
る

お
も
て

材
料
と
な
る
。
ま
た
、
包
紙
・
帙
・
箱
に
、
当
該
文
献
の
書
名
や
伝
領
者
・
来
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
有
る
。

購
入
時
の
記
録
や
、
旧
蔵
者
の
書
簡
、
あ
る
い
は
、
そ
の
文
献
を
か
つ
て
調
査
し
た
研
究
者
の
メ
モ
な
ど
が
当

該
文
献
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

１
．
３

重
ね
ら
れ
た
文
字
の
先
後
判
定
、
下
に
な
っ
た
文
字
・
抹
消
さ
れ
た
文
字
の
判
読

２
．
一
冊
・
一
フ
ォ
ル
ダ
と
な
っ
た
複
製
物
の
原
装
を
確
認
す
る

石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧

お
茶
の
水
図
書
館
）
蔵
『
節
用
文
字
』
を
例
に
、
説
明
す
る
（
４
）
。



『
節
用
文
字
』
は
、
綴
葉

装
（
列
帖
装
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
田
孝
雄
「
徳
富
猪
一
郎
氏
蔵

節
用
文
字

て
つ
ち
よ
う

解
説
」
（
一
九
三
二
年
、
古
典
保
存
会
『
節
用
文
字
』
に
所
収
）
や
川
瀬
一
馬
『
増
訂

古
辞
書
の
研
究
』
（
一

九
五
五
年
十
一
月
）
で
、
言
わ
れ
て
い
る
。
山
田
は
、
次
の
如
く
に
記
す
。

本
書
は
縦
八
寸
五
分
、
横
五
寸
三
分
、
斐
紙
胡
蝶
装
三
折
の
本
な
り
。
第
一
の
折
は
右
翼
八
葉
、
左
翼
十
葉

を
算
す
。
こ
は
恐
ら
く
は
も
と
十
枚
を
二
折
に
せ
し
が
、
そ
の
上
部
の
二
葉
が
脱
せ
し
も
の
な
ら
む
。
第
二

の
折
は
十
枚
を
、
第
三
の
折
は
九
枚
を
い
づ
れ
も
二
折
に
し
た
る
も
の
な
る
が
、
今
、
上
よ
り
二
所
、
絲
を

以
て
綴
ぢ
た
れ
ば
、
十
分
に
開
き
が
た
し
。

一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
複
製
本
の
丁
数
で
示
す
と
、
第
一
折
は
巻
頭
か
ら

ウ
ま
で
、
第
二
折
は

オ

18

19

か
ら

ウ
ま
で
、
第
三
折
は

オ
か
ら

ウ
ま
で
と
な
る
。
第
二
折
が
十
枚
の
折
で
あ
れ
ば
、
一
葉
足
り
な
い
。

37

38

55

オ
ウ
の
一
葉
は
、
原
本
で
は
、
後
か
ら
足
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
折
は
、
九
枚
の

37折
（
三
十
六
頁
）
に
半
折
一
葉
（
二
頁
）
を
加
え
た
全
三
十
八
頁
で
あ
る
。

ま
た
、
川
瀬
一
馬
は
、
本
書
が
三
筆
か
ら
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
５
）
。

本
文
は
三
人
の
寄
合
書
に
な
り
、
巻
首
よ
り
「
カ
字
」
辞
字
部
の
二
行
目
ま
で
、
即
ち
現
存
本
で
巻
首
の
十

八
葉
ま
で
は
頗
る
美
事
な
筆
蹟
で
あ
つ
て
、
御
物
本
傳
行
成
筆
和
漢
朗
詠
集
の
筆
蹟
に
相
似
し
、
世
尊
寺
流

を
完
得
し
た
人
の
手
に
な
る
事
は
一
見
明
瞭
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
平
安
末
期
、
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
が
編
修

せ
ら
れ
た
長
寛
元
年
か
ら
間
も
な
い
頃
に
筆
写
せ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
第
十
九
葉
以
下
は
遙
か
に

筆
蹟
が
劣
り
、
更
に
兩
筆
を
以
て
書
き
継
が
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
第
十
九
葉
よ
り
第
四
十
二
葉
裏
六
行
目
第

二
字
「
強
同
ア
ナ
カ
チ

」
ま
で
一
筆
、
同
行
第
三
字
目
「
佶
ツ
ヨ
シ
馬
―

」
以
下
終
末
葉
ま
で
又
別
筆
で
あ
る
。
別

筆
の
書
継
も
同
じ
時
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

指
摘
の
通
り
、

ウ
以
前
の
第
一
折
と

オ
以
後
の
第
二
折
と
は
別
筆
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
瀬
氏
は
、
第
三

18

19

折

ウ
六
行
目
第
三
字
「
「
佶
ツ
ヨ
シ
馬
―

」
以
下
終
末
葉
ま
で
又
別
筆
で
あ
る
」
と
し
た
。
折
に
完
全
に
は
対
応
し

42
な
い
書
写
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
川
瀬
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

左
の
見
出
し
漢
字
に
お
け
る
糸
偏
・
金
偏
・
三
水
・
言
偏
・
弓
偏
・
人
偏
を
比
較
願
い
た
い
。

[

第
一
折]

（
１
オ
～

ウ
）

（
い
ず
れ
も
、
古
典
保
存
会
刊
の
複
製
本
か
ら
引
用
し
た
。
）

18

（

オ
５
）

（

オ
２
）

（

ウ
６
）

（
６
ウ
６
）

（

オ
７
）

（
７
オ
７
）

18

18

18

10

[

第
二
折]

（

オ
～

ウ
）

[

第
三
折]

（

オ
～

ウ
）

19

37

38

55
－
→
以
降
別
筆

（

オ
４
）

（

オ
７
）

（

ウ
６
第
二
字
・
〈
別
筆
〉
第
三
字
）

19

19

42

（[

第
三
折]

（

オ
～

ウ
）
）

38

55
（

ウ
６
）

（

オ
７
）

（

オ
６
）

（

ウ
２
）

46

49

51

51

片
仮
名
の
字
体
も
異
な
る
。
第
一
折
の
「
カ
」
は
、
縦
線
が
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
る
。
第
二
・
三
折
の
「
カ
」
は
、



縦
線
を
斜
め
に
払
う
。
ま
た
、
第
一
折
の
「
ツ
」
は
三
点
が
ほ
ぼ
平
行
で
、
三
点
目
も
短
い
。
第
二
・
三
折
の
「
ツ
」

は
、
三
点
目
を
左
斜
め
に
払
う
。

右
の
如
き
書
写
者
・
書
写
時
の
差
に
は
、
原
装
の
折
を
区
別
せ
ず
に
一
冊
と
し
た
複
製
本
で
は
気
づ
き
に
く
い
。

そ
の
現
『
節
用
文
字
』
を
、
い
つ
の
言
語
資
料
と
し
て
扱
う
べ
き
か
が
、
次
の
問
題
と
な
る
。

現
『
節
用
文
字
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
象
が
見
ら
れ
る
。

○
仮
名
字
体
に
院
政
末
期
の
古
体
が
残
る
。

○
片
仮
名
に
お
け
る
「
Ａ
Ｂ
ヽ
ヽ
」
型
の
踊
り
字
を
残
す
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
見
ら
れ
な
く
な
る
形
式

で
あ
る
（
６
）
。
な
お
、
第
二
折
以
降
に
は
、
「
ヽ
ヽ
」
が
繋
が
っ
た
も
の
が
有
る
。

○
「

く
」
型
踊
り
字
は
、
第
一
折
は
鎌
倉
初
期
、
第
二
折
・
第
三
折
は
鎌
倉
中
期
～
後
期
の
起
筆
位
置
で
あ

る
（
７
）
。

○
和
語
語
頭
の
ヰ
・
イ
・
エ
が
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
一
致
す
る
（
ヱ
の
例
は
無
い
）
。

○
合
拗
音
の
ク
ヰ
・
ク
ヱ
を
キ
・
ケ
・
ク
イ
・
ク
エ
と
す
る
例
が
無
い
。

○
類
音
字
に
よ
る
拗
音
注
を
全
五
例
な
が
ら
（
「
鬼
反
・
元
反
・
尺
反
・
生
反
・
京
反
」
）
残
す
（
８
）
。

○
加
点
さ
れ
て
い
る
声
点
が
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
２
拍
動
詞
第
二
類
二
拍
目
に
平
声

軽
位
置
の
声
点
加
点
例
が
有
る
（
９
）
。

〈
登
〉
ナ
ル(

平
平
軽)

（

ウ
１
）[

「
成
る
」
の
意]

50

○
同
じ
く
、
和
語
に
去
声
点
が
見
ら
れ
る
。

（
た
だ
し
、
こ
れ
が
拍
内
上
昇
調
を
示
し
て
い
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
）

〈
鉸
〉
カ
コ
（
平
去
）
（

ウ
４
）

〈
嫁
娶
〉
ト
ツ
ク(

去
上
平
軽
濁)
（

ウ
２
）

16

23

右
に
は
、
第
一
折
～
第
三
折
の
区
別
無
く
、
全
体
的
に
見
ら
れ
る
事
象
が
有
る
（

）
。

10

以
上
か
ら
、
現
『
節
用
文
字
』
は
、
院
政
末
期
の
原
本
を
、
第
一
折
は
鎌
倉
初
期
に
、
第
二
折
・
第
三
折
は
鎌

倉
中
期
～
後
期
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
（

）
、
と
考
え
ら
れ
る
。

11

結
局
、
現
『
節
用
文
字
』
は
、
書
写
の
誤
り
・
省
略
・
書
写
時
の
言
語
事
象
の
混
入
を
考
慮
し
つ
つ
、
院
政
末

期
の
言
語
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
現
時
点
に
お
け
る
発
表
者
の
考
え
で
あ
る
。

三
、
む
す
び

情
報
通
信
技
術
（IC

T

）
の
進
展
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
史
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
な
か
っ
た

資
料
を
も
活
用
し
た
研
究
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」
は
、
「
医
学
・

薬
学
・
理
学
（
和
算
）
・
農
学
・
防
災
環
境
・
生
活
文
化
な
ど
、
異
分
野
融
合
研
究
の
可
能
性
の
高
い
分
野
や
、

社
会
貢
献
な
ど
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
画
像
を
作
成
し
、
共
同
研
究
と
連
動
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
（

）
。

12

一
方
、
日
本
語
史
研
究
は
、
「
古
典
文
学
の
補
助
学
」
と
言
わ
れ
て
い
た
流
れ
を
完
全
に
は
脱
し
て
お
ら
ず
、

古
典
文
学
大
系
等
収
載
作
品
を
主
対
象
と
す
る
研
究
が
い
ま
だ
中
心
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
今
後
は
、
国
外
現
存

資
料
を
含
め
、
文
字
資
料
全
体
を
対
象
と
し
た
研
究
が
さ
ら
に
進
行
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
膨
大
な
文

献
を
研
究
対
象
と
す
る
た
め
に
、
原
本
画
像
か
ら
ま
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
さ
せ
る
こ
と
も
、
増

え
る
で
あ
ろ
う
（

）
。

13

し
か
し
、
利
用
の
便
の
た
め
階
層
化
さ
れ
・
整
え
ら
れ
た
複
製
物
か
ら
、
原
本
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

研
究
環
境
が
い
か
に
変
化
し
よ
う
と
、
原
本
に
触
れ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
事
柄
は
残
る
。

原
本
所
蔵
者
が
原
本
閲
覧
に
引
き
続
き
御
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、
研
究
者
も
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

将
来
に
亘
っ
て
原
本
が
保
存
さ
れ
、
原
本
に
依
拠
し
た
言
語
研
究
が
途
絶
え
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。



注（
１
）
た
と
え
ば
、
国
立
国
語
研
究
所
が
公
開
し
て
い
る
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
は
、Japan

K
now

ledge

の
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
本
文
画
像
へ
の
リ
ン
ク
を
開
始
し
た
（
二
〇
一
五
年
三
月
末
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
日

本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
を
用
い
て
見
出
し
た
例
外
的
な
例
を
、
底
本
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
底
本
画
像
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
文
献
に
つ
い
て
も
こ
の
画
像
リ
ン
ク
が
進
め
ば
、
文
字
史
・
音
韻
史
・
語
彙
史
・
文
法

史
等
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
２
）
佐
々
木
勇
「
新
訳
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』
音
読
史
に
お
け
る
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
の
音
注
」
（
「
訓

点
語
と
訓
点
資
料
」

輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
で
は
、
こ
の
画
像
で
判
読
可
能
な
訓
点
を
活
用
し
た
。

136

（
３
）
巻
子
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
等
距
離
に
虫
損
が
あ
る
（
巻
末
・
軸
に
向
か
っ
て
虫
損
の
間
隔
が
狭
ま
る
）
。

→
小

助
川
貞
次
「
影
印
本
環
境
に
お
け
る
訓
点
研
究
の
問
題
点
」
（
「
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
」
第

号
、
二
〇
一

64

六
年
二
月
）
、
参
照
。
ま
た
、
折
本
・
帖
装
本
は
、
折
り
目
か
ら
左
右
対
称
に
虫
損
が
現
わ
れ
る
。

（
４
）
佐
々
木
勇
「
〔
書
評
〕
二
戸
麻
砂
彦
著
『
節
用
文
字
の
音
注
研
究
』
」
（
「
日
本
語
の
研
究
」

巻
３
号
、
二
〇

12

一
六
年
七
月
）
、
同
「
古
典
複
製
本
使
用
上
の
注
意
」
（
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
、
参
照
。

（
５
）
川
瀬
一
馬
『
増
訂

古
辞
書
の
研
究
』
（
一
九
五
五
年
十
一
月
）
三
二
二
・
三
二
三
頁
。

し
か
し
、
後
に
川
瀬
は
、
見
解
を
変
え
る
。

行
成
風
の
筆
蹟
を
習
得
せ
し
達
筆
漆
黒
の
墨
色
に
て
書
写
せ
る
も
、
巻
末
に
至
り
て
稍
筆
力
鋭
鋒
を
収
め

た
る
書
き
様
と
な
り
て
、
第
四
十
二
葉
裏
六
行
三
字
以
下
は
、
門
流
の
別
筆
か
と
思
わ
る
る
程
な
れ
ど
、

恐
ら
く
原
本
の
書
体
に
よ
く
倣
い
筆
運
び
の
適
い
た
る
部
分
と
、
次
第
に
自
己
流
の
書
き
様
に
陥
り
た
る

書
写
相
の
相
違
な
る
べ
し
と
推
せ
ら
る
。(

略)

。
川
瀬
著
「
古
辞
書
の
研
究
」（
三
二
二
ペ
ー
ジ
）
参
照
。〔
な

お
拙
著
に
は
覆
製
本
に
拠
り
て
三
筆
寄
合
書
と
見
た
る
は
非
な
り
。
〕

（
川
瀬
一
馬
『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
〈
一
九
九
二
年
〉

頁
）
。

100

（
６
）
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究

総
論
篇
』
（
一
九
五
四
年
、
勉
誠
社
）
第
四
編
第
二
章
（
そ
の
三
）
、

参
照
。

（
７
）
小
林
芳
規
「
踊
字
の
沿
革
續
貂
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

巻
１
号
、
一
九
六
七
年
十
二
月
）
、
同
「
中

27

世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
特
輯
号
３
、
一
九
七
一
年
三
月
）
、
参
照
。

（
８
）
小
林
芳
規
「
訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
」
（
「
王
朝
文
学
」
９
、
一
九
六
三
年
十
月
）
、
参
照
。

（
９
）
た
だ
し
、
拍
内
下
降
調
を
示
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
平
声
軽
位
置
の
声
点
も
存
す
る
た
め
、
単
な
る

加
点
の
ず
れ
か
も
し
れ
な
い
。

〈
嫁
娶
〉
ト
ツ
ク(

去
上
平
軽
濁)

（

ウ
２
）

〈
㝴
〉
ツ
フ(

上
平
軽
濁)

（

ウ
５
）[

「
禿
ぶ
」
の
意]

（
２

つ

23
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・
３
拍
動
詞
第
一
類
）

〈
攤
宿
〉
タ
ス
ク(

上
濁
平
平
軽)

（

オ
６
）

30

（

）
た
だ
し
、
反
切
・
類
音
字
注
・
「
（
仮
名
）
反
」
の
音
注
は
現
存
本
第
一
折
に
集
中
し
て
い
る
。
書
写
底
本
に

10
は
全
体
的
に
存
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
第
二
折
以
降
で
は
書
写
の
際
に
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（

）
第
二
折
の
途
中
か
ら
始
ま
る
第
三
筆
は
、
後
の
書
写
で
は
な
く
、
次
世
代
の
者
に
よ
る
同
時
の
書
写
な
の
か

11
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
後
補
の
見
出
し
字
お
よ
び
訓
点
は
、
全
体
に
存
す
。
た
と
え
ば
、
第
一
折

オ
６
行
末

14

「
狩
人
カ
リ
／
ウ
ト
」
は
、
後
補
の
文
字
で
あ
る
。

（

）
山
本
和
明
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

―
基
盤
整
備
・
機
能
強
化
の
側
面
よ
り
―
」（
「
リ

12
ポ
ー
ト
笠
間
」

、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
照
。
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（

）
「
典
籍
画
像
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
化
と
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
に
関
す
る
研
究
」
（
研
究
代
表
者
：
寺
沢
憲
吾
）
、
函
館

13
市
中
央
図
書
館
所
蔵
「
文
書
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム
」http://records.c.fun.ac.jp

、
参
照
。


